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古
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|
|
京
都
府
山
城
盆
地
・
亀
岡
盆
地
を
例
に
|
|

中

塚

良

は

じ

め

に

三
世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
約
三

0
0年
間
は
、
汎
日
本
的
に
古
墳
が
築
造
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
共
同
体
に
お
け
る
司

祭
者
的
首
長
は
、
地
位
の
固
定
と
首
長
権
の
世
襲
を
行
な
う
た
め
に
、
前
方
後
円
墳
(
後
方
墳
)
や
大
形
円
墳
(
方
墳
)
を
築
い
た
。

首長墓系古墳の立地分析

こ
れ
ら
の
首
長
墓
ず
丞
白
墳
は
、
古
墳
時
代
を
通
じ
て
築
造
さ
れ
た
古
墳
の
総
数
か
ら
み
れ
ば
、
極
め
て
限
ら
れ
た
基
数
で
あ
る
。
例
え

ば
、
前
方
後
円
墳
は
、
畿
内
全
古
墳
数
の
三
j
四
%
に
す
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る
T
E
し
か
し
そ
の
規
模
・
内
外
部
施
設
・
副
葬
品
な
ど
、

他
の
古
墳
と
は
隔
絶
す
る
内
容
を
有
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
社
会
の
頂
点
に
立
つ
首
長
の
造
墓
行
為
は
、
そ
の
ま
ま
古
墳
時
代
の
階
層
構

造
の
特
徴
を
端
的
に
指
し
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

古
墳
が
あ
る
地
点
に
築
造
さ
れ
る
際
、
築
造
者
は
偶
然
そ
の
場
所
を
選
ん
だ
と
解
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
造
墓
は
、
選
地

|
|
墳

E
・
内
部
主
体
の
構
築
l
l
l
死
者
の
埋
葬
・
副
葬
品
の
埋
納
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
完
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

一
連
の
過
程
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に
お
い
て
首
長
は
そ
の
司
祭
者
的
地
位
を
明
確
化
し
得
た
と
い
え
る
。
こ
う
い
っ
た
前
提
に
立
っ
て
、
造
墓
プ
ロ
セ
ス
の
初
期
の
段
階
に
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相
当
す
る
選
地
の
実
態
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
首
長
層
に
よ
る
葬
送
儀
礼
に
お
け
る
空
間
利
用
を
明
確
に
し
、
個
々
の
首
長
墓
系

古
墳
が
形
成
す
る
地
域
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
首
長
墓
系
古
墳
の
立
地
お
よ
び
そ
の
分
布
パ
タ
ー
ン
を
分
析
・
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
墳
時
代
の
墓
制
・
地
域
社
会
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
掛
か
り
を
得
る
と
考
え
る
。

古
墳
立
地
研
究
の
動
向

古
墳
の
立
地
に
関
す
る
研
究
に
は
、
大
き
く
み
て
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
A
一
古
墳
立
地
の
歴
史
地
理
学
的

研
究
、

B
一
古
墳
立
地
の
地
形
学
的
研
究
、

C

一
古
墳
立
地
の
考
古
学
的
研
究
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A
の
研
究
に
つ
い
て
み
る
と
、
古
墳
と
平
野
と
を
関
連
付
け
て
そ
の
立
地
パ
タ
ー
ン
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
三
友
国
五
郎
(
一
九
三

八
)
(
主
で
あ
っ
た
。
三
友
は
、
「
古
墳
群
と
平
野
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
し
、
「
開
拓
可
能
な
沖
積
平
野
」
の
周

辺
に
古
墳
が
立
地
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
の
立
地
の
実
例
を
基
に
「
古
墳
立
地
の
一
般
的
環
境
」
を
記
載
し
、
立
地
の
目
的
を
明
ら

か
に
す
る
に
は
、
「
立
地
の
地
理
的
環
境
に
お
け
る
古
墳
の
形
式
と
量
の
問
題
」
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
古
墳
立
地
の

主
目
的
を
、
耕
地
の
分
布
す
る
平
野
の
尊
重
と
土
地
へ
の
執
着
と
解
し
た
(
3
)
O

同
様
の
観
点
か
ら
伊
達
宗
泰
(
一
九
六
三
)
{
4
)

は
、
「
古
墳

を
築
造
せ
し
め
た
営
力
の
基
礎
で
あ
る
生
産
地
域
」
を
念
頭
に
お
い
て
、
墳
E
規
模
、
内
部
構
造
、
出
土
遺
物
の
質
・
量
お
よ
び
立
地
環

境
な
ど
古
墳
の
諸
属
性
と
、
被
葬
者
の
勢
力
圏
、
生
活
圏
の
相
互
の
関
係
を
描
き
出
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
奈
良
盆
地
周
辺
で
の
事
例
か

ら
古
墳
築
造
の
立
地
条
件
を
非
生
産
地
域
と
し
た
。

B
の
研
究
で
は
日
下
雅
義
(
一
九
七
五
)
互
の
研
究
が
あ
る
。
氏
は
「
古
代
の
地
形
環
境
」
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
、

「
応
仁
天
皇
陵
」
の
選
地
と
後
の
地
形
変
化
を
説
明
し
た
。
さ
ら
に
原
秀
禎
(
一
九
八
一

)

(

6

)

は
、
同
様
の
視
点
か
ら
「
古
墳
の
立
地
す
る



地
形
面
」
を
詳
細
に
検
討
し
、
大
規
模
前
方
後
円
墳
の
立
地
を
段
正
崖
の
走
向
や
開
析
谷
な
ど
、
地
形
環
境
と
関
連
付
け
て
考
察
し
て
い

る。
以
上
、
歴
史
地
理
学
的
・
地
形
学
的
研
究
の
分
野
で
は
、
古
墳
と
い
う
遺
跡
の
空
間
占
有
の
形
態
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
方
向
性
を
持

つ
の
に
対
し
、

C
の
古
墳
立
地
の
考
古
学
的
研
究
で
は
、
大
筋
と
し
て
立
地
の
記
載
と
考
察
、
お
よ
び
古
墳
の
類
型
化
作
業
が
、
古
墳
時

代
地
域
論
・
構
造
論
を
補
助
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
白
石
太
一
郎
(
一
九
六
九

)

(

7

)

は
百
舌
鳥
お
よ
び
古
市

な
ど
大
型
古
墳
群
の
消
長
を
た
ど
る
た
め
に
、
三

O
O
O
分
の
一
の
詳
細
な
地
形
図
か
ら
古
墳
群
の
原
地
形
復
元
図
を
作
製
し
、
古
墳
築

造
に
際
し
て
の
地
形
条
件
に
つ
い
て
評
価
を
加
え
た
。
田
中
晋
作
(
一
九
八
二
一
)
互
は
畿
内
に
お
け
る
古
墳
の
群
構
造
の
変
還
を
た
ど
っ

た
が
、
古
墳
が
属
性
と
し
て
持
つ
諸
要
素
の
分
類
基
準
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
和
田
晴
吾
(
一
九
八
一
世
{9)

は
測
量
調

査
報
告
の
中
で
、
山
城
盆
地
の
古
墳
立
地
を
概
観
し
た
後
、
古
墳
時
代
後
期
の
立
地
に
つ
い
て
の
意
味
付
け
を
行
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は

後
期
に
お
い
て
現
れ
る
古
墳
立
地
の
地
域
的
差
異
が
、
前
・
中
期
の
場
合
と
違
い
「
同
一
時
期
に
存
在
し
た
豪
族
層
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

首長墓系古墳の立地分析

的
、
政
治
的
性
格
の
差
を
強
く
反
映
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
地
形
条
件
を
考
慮
に
い
れ
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
立
地
論
・
分
布
論
が
記
載
さ
れ
る
中
で
、
植
本
誠
一

(
一
九
八

一一一

)
B
は
古
墳
の
築
造
企
画
を
検
討
す
る
上
で
、
旧
地
形
と
墳
丘
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
古
代
の
地
形
改
変

の
問
題
と
古
墳
立
地
の
接
点
を
模
索
し
て
い
る
。

植
本
の
ミ
ク
ロ
な
視
点
に
対
し
て
、

マ
ク
ロ
な
オ
ー
ダ
ー
で
の
研
究
例
で
は
岸
本
道
昭
(
一
九
八
六

)
E
が
兵
庫
県
の
事
例
で
古
墳
立

地
の
類
型
化
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
弥
生
時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
小
河
川
流
域
に
お
け
る
古
墳
築
造
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集
団
関
の
関
係
が
考
察
さ
れ
、
そ
れ
に
立
地
類
型
・
規
模
の
評
価
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
尾
文
昭
(
一
九
八
七

)
2
が
古
墳
立
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地
の
定
性
的
記
載
に
よ
る
類
型
化
を
行
な
っ
て
い
る
。

以
上

A
i
C
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
流
れ
か
ら
、
古
墳
立
地
に
つ
い
て
の
主
た
る
解
釈

は
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
生
産
基
盤
と
し
て
の
沖
積
低
地
と
古
墳
の
有
機
的
関
係
に
古
墳
立
地
の
要
因
を
求
め
る

も
の
で
あ
り
、
今
一
つ
は
古
墳
築
造
者
集
団
に
お
け
る
序
列
・
階
層
構
造
が
古
墳
の
選
地
に
当
た
っ
て
反
映
さ
れ
る
と
す
る
流
れ
で
あ

る。
こ
れ
ら
の
研
究
の
方
向
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
若
干
の
事
例
を
除
い
て
、
古
墳
立
地
の
定
性
的
な
記
載
か
ら
立
地
要
因
を
導
く

こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
古
墳
立
地
を
構
成
す
る
属
性
の
定
量
的
な
検
討
が
あ
ま
り
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
古
墳
に
つ
い
て
の

定
量
研
究
に
つ
い
て
は
、
石
川
昇
(
一
九
八
二
、

一
九
八
四
、

一
九
八
五

a
、

一
九
八
五

b
、

一
九
八
七
)
さ
や
辰
巳
和
弘
(
一
九
八

一一
)
g、
高
橋
誠

(
一
九
八
七
)
(
日
)
な
ど
、
近
年
新
し
い
視
点
の
導
入
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
古
墳
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
一
つ
に
挙
げ
得

る
墳
正
規
模
(
体
積
・
面
積
な
ど
)
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
古
墳
立
地
そ
の
も
の
を
定
量
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
試

み
は
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
古
墳
立
地
の
様
々
な
要
因
の
解
釈
を
進
め
る
前
段
階
の
基
礎
的
な
作
業
と
し

て
、
立
地
の
定
量
的
検
討
を
行
な
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

方

法

古
墳
を
特
徴
付
け
る
属
性
に
は
墳
正
の
形
態
・
規
模
、
内
・
外
部
施
設
、
副
葬
品
、
立
地
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
古
墳
の
立
地
属

性
の
定
量
的
検
討
を
行
な
う
。
今
回
は
山
城
盆
地
の
首
長
墓
系
古
墳
八
五
基
お
よ
び
亀
岡
盆
地
の
一
四
基
B
を
対
象
に
、
立
地
を
表
わ
す

要
素
(
比
高
・
視
界
の
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
)
の
組
み
合
せ
か
ら
立
地
類
型
を
設
定
し
、
古
墳
の
属
性
の
一
つ
で
あ
る
墳
丘
規
模
と
立
地
類
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凹E山地

型
相
互
の
関
係
、
立
地
類
型
の
盆
地
内
に
お
け

る
分
布
パ
タ
ー
ン
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま

た
、
立
地
類
型
に
よ
る
検
討
の
有
効
性
を
検
定

す
る
た
め
に
、
古
墳
の
規
模
と
立
地
属
性
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
、
あ
わ
せ
て
相
関
分
析

地域概念図

(
円

2
3
Z
Z
E
)
・
重
回
帰
分
析
(
「
巾

mzzsロ
)

を
行
な
っ
た
。
図
1
に
山
城
盆
地
・
亀
岡
盆
地

の
位
置
を
示
す
。

図1

比
高

古
墳
立
地
に
お
い
て
、
あ
る
特

A 
定
の
地
形
面
が
選
択
さ
れ
る
場
合
、
古
墳
は
そ

の
立
地
す
る
面
と
下
位
の
面
と
の
比
高
(
高
低

差
)
に
よ
っ
て
垂
直
的
な
位
置
付
け
が
可
能
と

盤
と
し
て
の
沖
積
低
地
や
段
丘
な
ど
の
平
坦
面
と
、
古
墳
と
の
垂
直
的
関
係
が
数
値
化
さ
れ
得
る
。
比
高
の
数
値
が
小
さ
い
場
合
、
生
産

な
る
。
す
な
わ
ち
、
最
寄
り
の
生
産
・
生
活
基

B 

視
界
(
眺
望
角
)

-
生
活
面
と
の
隣
接
性
が
考
え
ら
れ
、
逆
に
数
値
が
大
き
い
場
合
、
そ
れ
ら
と
の
隔
絶
性
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

古
墳
と
最
寄
り
の
低
地
と
の
垂
直
的
関
係
が
比
高
で
表
さ
れ
る
な
ら
ば
、
水
平
的
関
係
は
、
古
墳
か
ら
の
視

55 

界
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
平
野
に
向
か
っ
て
張
り
出
し
た

E
陵
上
の
立
地
と
河
谷
を
望
む
丘
陵
裾
部
の
立
地
を
比
較
し
て
み
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る
と
、
平
野
に
対
す
る
視
界
が
お
の
ず
と
異
な
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。
前
者
は
、
周
辺
地
形
が
視
界
を
遮
る
こ
と
の
な
い
、

墳
正
か
ら
の
眺
望
の
良
さ
と
、
周
辺
地
域
か
ら
古
墳
へ
の
視
認
の
良
さ
が
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
は
平
野
に
対
す
る
狭
い
視
野
と

平
野
部
か
ら
の
視
認
性
の
悪
さ
が
指
摘
で
き
よ
う
。

視
界
(
眺
望
角
)
の
記
載
方
法
に
つ
い
て
は
、
盆
地
を
貫
流
す
る
主
河
川
・
大
地
形
と
し
て
の
顕
著
な
河
谷
低
地
E
を
最
大
限
遠
く
ま

で
見
通
せ
る
エ
リ
ア
を
地
形
図
(
精
度
一
一
万
分
の
一
オ
ー
ダ
ー
)
上
に
求
め
た
。
そ
の
エ
リ
ア
は
古
墳
が
立
地
し
て
い
る
面
と
同
一
の

地
形
面
上
に
お
け
る
同
じ
高
さ
の
扇
形
と
し
て
認
識
さ
れ
る
8
3
し
た
が
っ
て
、
一
扇
形
の
中
心
角
が
古
墳
か
ら
平
野
に
向
け
ら
れ
た
眺
望

角
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
古
墳
か
ら
の
視
界
で
あ
る
扇
形
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
低
地
か
ら
は
逆
に
そ
の
古
墳
を
絶
え
ず
見
上
げ
る
こ
と
に

な
る
。A

お
よ
び
B
の
記
載
に
よ
っ
て
、
古
墳
は
垂
直
的
か
つ
水
平
的
な
位
置
が
把
握
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
比
高
・
視
界
の
数
値
は
ラ
ン

ク
・
サ
イ
ズ
で
区
分
し
、
比
高
ラ
ン
グ
と
視
界
ラ
ン
ク
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
立
地
類
型
を
設
定
し
た
。
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
区
分
に
あ

た
っ
て
は
、
比
高
、
視
界
の
数
値
の
大
き
い
も
の
か
ら
小
さ
い
も
の
ま
で
順

(
l
l
n
)
に
序
列
化
し
、
不
連
続
と
な
る
部
分
を
境
と
し

て
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
。
さ
ら
に
立
地
類
型
の
分
布
な
ら
び
に
古
墳
規
模
と
立
地
類
型
の
関
係
な
ど
を
検
討
し
た
。

C 

古
墳
の
規
模
と
立
地
属
性
の
相
関
関
係

古
墳
の
規
模
(
全
長
)
と
比
高
お
よ
び
視
界
の
デ
l
タ
を
も
と
に
、
相
関
分
析
を
行
な

ぃ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
聞
の
相
闘
を
調
べ
た
。
つ
い
で
重
相
関
分
析
で
は
、
従
属
変
数
を
古
墳
規
模
、
独
立
変
数
を
立
地
属
性
と
し
た
重

回
帰
モ
デ
ル
に
よ
り
重
回
帰
係
数
を
導
き
だ
し
た
2
0
ま
た
、
得
ら
れ
た
デ
l
タ
の
古
墳
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
推
移
を
検
討

し
た
。古

墳
立
地
の
時
系
列
的
変
遷
を
た
ど
る
に
は
、
古
墳
の
築
造
さ
れ
た
年
代
が
問
題
と
な
る
が
、
大
塚
他
編
(
一
九
七
二
)
、
平
良
他
編



(
一
九
七
二
)
、
奥
村
(
一
九
八
四
)
、
平
良
他
(
一
九
八
五
)
、
平
良
(
一
九
八
五
)
な
ど
の
文
献
を
参
考
に
し
た
2
0
時
期
に
つ
い
て
は

古
墳
時
代
前
期
・
中
期
・
後
期
の
三
区
分
と
す
る
。

四

首
長
墓
系
古
墳
の
立
地
分
析

(一)

山
城
盆
地
に
お
け
る
首
長
薯
系
古
墳
の
立
地
分
析

山
城
盆
地
は
南
北
四
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
三
1
一
一
一
キ
メ
メ
ー
ト
ル
の
狭
長
な
断
層
盆
地
で
あ
る
。
盆
地
の
地
形
配
列
は
、
外
縁

か
ら
順
に
山
地
、
正
陵
、
段
E
・
扇
状
地
、
沖
積
低
地
(
氾
濫
原
)
と
な
る
。
盆
地
内
に
は
周
辺
の
後
背
地
か
ら
諸
河
川
が
流
入
し
、
盆

地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
旧
巨
椋
池
の
西
側
で
合
流
し
た
後
、
大
山
崎
地
峡
部
を
経
て
大
阪
方
面
へ
流
出
す
る
。
巨
椋
池
の
北
側
、
す

な
わ
ち
桂
川
・
鴨
川
・
高
野
川
な
ど
の
流
域
を
山
城
盆
地
北
部
(
狭
義
の
京
都
盆
地
)
、
巨
椋
池
の
南
側
、
す
な
わ
ち
木
津
川
流
域
を
山

城
盆
地
南
部
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

首長墓系古墳の立地分析

山
城
盆
地
全
域
で
は
、
首
長
墓
系
古
墳
は
総
数
人
五
基
を
数
え
る
。
こ
れ
は
前
方
後
円
(
方
)
形
、
帆
立
員
形
の
平
面
形
を
と
る
古
墳
七

二
基
に
、
直
径
(
辺
長
)
三
五
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
円
(
方
)
墳
を
加
え
た
数
で
あ
る
。

(1) 

比
高
・
視
界
の
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ

比
高
の
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
は
、
古
墳
時
代
前
期
が
三
ラ
ン
ク
(
上
位
か
ら
順
に
A
、

B
、
C
)
、
中
・
後
期
が
四
ラ
ン
ク
(
A
、

B 

c、
D
)
、
後
期
が
三
ラ
ン
ク
(
A
、

c、
D
)
に
分
か
れ
る
。
視
界
で
は
、
前
・
中
期
四
ラ
ン
ク
(
A
、

B
、
C
)
に
区
分
さ
れ

B 

る
。
ま
た
各
古
墳
の
立
地
す
る
地
形
面
、
古
墳
の
全
長
な
ど
の
デ
l
タ
と
と
も
に
比
高
・
視
界
の
数
値
を
表
1
に
示
す
。
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(2) 

古
墳
立
地
類
型
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ける首長墓系古墳

No. 古 墳名 形態
立 地 時期

全長 守局比両(mi 視(眺界望(角。)
(地形面) (m) m) I [地形面

42 箱 塚 後 円段 丘 中 60 18.5 4.8 116050' 

43 芝ケ原 6号 後円 丘陵・端 中 45 40.5 18.5 195
0

0 ' 

44 宮ノ平3号 帆立 丘陵・端 中 38 45.0 6.5 158020' 

45 芝ケ原 5号 後円 丘陵・端 中 34 40.0 18.0 19500 ' 

46 赤 塚 帆立 段 丘 中 22 28.0 12.8 193
0

10' 

47 坊主山 1号 後円 丘陵・頂 後 45 50.0 16.0 111030' 

48 長 池 後円 丘陵・端 後 50 60.0 9.8 157"0 ' 

49 胃山 I号 後円 丘陵・端 後 30 80.0 20.2 93
0

10' 

50 青谷丸山 後円 丘陵・端 後 30 80.0 10.5 28
0

5ぴ

51 西山 1号 後方 丘陵・稜 前 約80 48.7 20.9 172040' 

52 青 塚 後方 段 丘 中 約49 27.8 13.1 145
0

40' 

53 上大谷8号 後方 丘陵・稜 前 34 64.0 21.1 73
0

20' 

54 上大谷 1号 後方 丘陵・稜 後? 34 70.0 27.3 8000 ' 

〔木津川左岸:綴喜郡・相楽郡〕

55 西車塚後円丘陵・稜 前 115 24.0 14.0 127"30' 

56 東車塚 後円 丘陵~扇 前 94 15.3 4.0 119
0

50' 

57 石不動 後円 山地・頂 前 75 93.6 56.0 114040' 

58 飯岡車塚 後円 独立丘陵 前 86 40.1 21.5 197
0

30' 

59 興戸 1号 後円 丘陵・稜 前 24 86.7 44.4 206
0

30' 

60 王 塚 帆立 丘陵・稜 中 70 48.0 25.2 109"40' 

61 大住南塚 後方 段 丘 前 66 26.7 8.9 186
0

40' 

62 吐師 1号 帆立 段 丘 中 55 40.8 10.9 178010' 

63 吐師 2号 帆立 段 丘 中 43 40.8 10.9 17800 ' 

64 吐師 4号 帆立 段 丘 中 35 40.6 13.1 173
0

30' 

65 吐師 5号 帆立 段 丘 中 28 40.6 13.1 174030' 

66 上人ケ平 帆立 丘陵・端 中 23 55.0 9.1 111020' 

67 大谷 2号 後円 丘陵・稜 後 20 72.8 30.9 43"10' 

68 岡 キナ 後円 段 丘 中 30 26.0 9.0 167"10' 

69 天神山 3号 後円 丘陵・稜 後 25 85.0 30.1 149040' 

70 天神山 5号 後円 丘陵・稜 f長 30 75.0 10.1 170
0

40' 

71 茶白山 後方 丘陵・稜 前 50 80.0 61.0 287"40' 

72 大住車塚 後方 段 E 中 62ca 25.0 7.2 19100 ' 

大
直径辺長

百今池円墳丘陵・稜 前 50 80.0 40.0 112050' 

青5
牛廻り 円墳 丘陵・稜 後 50 50.0 14.0 

今里大塚 円墳 段 丘 後 45 40.0 5.0 22900 ' 

円
ヒル塚 方墳 段丘・端 中 - 45 20.0 8.4 14200 ' 

金比羅山 円墳: 丘陵・端 中 40 45.0 11.0 98
0

10' 

I責
二子山 1号 円墳 丘陵・頂 中 42 65.0 30.0 117"10' 

鍛冶塚 方墳 段 丘 中 49.7 31.4 12.9 184040' 

丸 塚 円墳: 丘陵・端 中 66 40.0 5.1 200
0

10' 

尼 塚 方墳 E陵・端 前 - 40 40.8 20.5 112
0

0 ' 

方
ゴロゴロ山 円墳 独立丘陵 中 38 61.0 34.7 209050' 

鞍岡山 3号 円墳 丘陵・稜 中 40 88.4 44.2 142010' 

墳
一 本松 円墳 E陵・ I員 前 35 130.0 95.1 205

0

20' 

庵 寺山 円墳 丘陵・稜 中 56 75.0 40.0 221040' 

形態の略記:後円=前方後円墳、後方=前方後方墳、帆立=帆立貝式古墳
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表 1 LIJ城盆地にお

No. 古墳名 形態 立(地形面地) 時期 全(m長) 標( 高) 比高(m}) 
m) I [地形面 (眺望

〔桂川左岸:葛野郡・愛宕郡・紀伊都〕

l 蛇 塚後円段 守丘 後 75 33.3 1.5 
2 天 塚 後円 扇状地 fま 71 30.0 1.5 162050' 

3 垂箕山 後円 t支 丘 後 63 41.0 9.0 158
0

50' I 
4 清水山 後円 段 丘 後 60 31.0 1.5 135020' 

5 太奏馬塚 後円 段 丘 f長 50 46.0 16.5 1990
10' 

6 段ノ塚 後円 氾濫原 中 75 27.0 。 126020' 

〔桂川右岸・小畑川左岸:乙訓郡〕

7 一本松塚後円丘陵・頂 前 100 94.0 54.0 182020' 

8 天皇の社 後円 扇状地 品目Ij 86 45.0 12.0 175030' 

9 妙 見山 後円 丘陵・稜 前 114 68.5 30.6 328010' 

10 寺戸大塚 後円 丘陵・稜 前 98 76.5 39.0 278055' 

11 五 塚原 後円 丘陵・頂 前 94 69.7 27.9 322040' 

12 北 山 後円 丘陵斜面? 前 65 37.6 7.4 113010' 

13 穀 塚 後円 扇 端 中 41 29.0 2.0 13500 ' 

14 天鼓ノ森 後円 j巴 濫 原 {走 60 27.5 。 199010' 

15 清水塚 後円 氾濫原 後 50 28.0 。
16 物集女車塚 後円 段丘・端 後 45 22.0 0.8 112010' 

17 元稲荷 後方 丘陵・頂 前 94 53.0 17 .1 330050' 

(桂川右岸・小畑川右岸:乙訓郡〕

18 鳥 居前帆立山地・稜 品目Ij 50 90.0 73.5 15400 ' 

19 芝 1 号 後円 段丘・端 中 33 50.0 5.6 152040' 

20 恵 解山 後円 段丘・端 中 120 23.8 3.4 13r20' 
21 今里車塚 後円 谷底平野 中 74 27.3 。 187

0

4ぴ

22 カラネガ岳 帆立 山地・稜 中 36 164.2 110.6 17500 ' 

23 今里舞塚 帆立 段 丘 後 45 33.7 8.5 1WO' 

24 稲荷塚 後円 段 丘 後 45 43.5 5.1 184010' 

25 非ノ内車塚 後円 段 丘 後 37 47.7 2.3 160040' 

26 塚 本 後円 段 丘 後 30 19.0 5.5 32020' 

27 長法寺南原 後方 山地・頂 前 61 147.0 94.2 17nO' 

〔宇治川右岸:宇治郡〕

28 黄金塚2号後円丘陵・端 中 120 42.8 22.8 195040' 

29 黄金塚1号 後円 丘陵・端 中 100 42.8 22.8 195
0

40' I 
30 番 神山 後円 段 丘 中 45 37.5 7.5 137010' 

31 池 山 帆立 丘陵・頂 中 44 60.0 38.2 1W03σ 
32 長法寺南原 後円 段 丘 後 105 26.0 8.8 2WO' 

〔木津川右岸・久世郡・相楽郡〕

33 梅の子塚後円丘陵・稜 品目IJ 79 60.0 39.8 176050' 

34 西山 7号 後円 丘陵・頂 前 60 57.6 29.8 142
0

40' 

35 尼塚 4号 後円 丘陵・頂 前 37 60.0 21.2 192010' 

36 椿井大塚山 後円 丘陵・端 前 180 53.3 23.5 17200 ' 

37 平尾城山 後円 丘陵・稜 前 108 85.2 65.7 18r20' 
38 丸 山 後円 丘陵・端 中 37 47.5 21. 7 90010' 

39 久津川軍塚 後円 段 丘 中 183 34.9 13.3 193050' 

40 芭蕉塚 後円 段 丘 中 118 27.8 13.0 17900 ' 

41 芝ケ原11号 帆立 丘陵斜面 中 66 23.9 179010' 
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前
項
で
区
分
さ
れ
た
比
高
・
視
界
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
く
四
つ
の
立
地
類
型
を
設
定
し
得
た
。

-
類
一
比
高
・
視
界
と
も
に
良
好
な
タ
イ
プ

E
類
一
比
吉
岡
が
特
に
す
ぐ
れ
る
タ
イ
プ

E
類
一
視
界
が
特
に
す
ぐ
れ
る
タ
イ
プ

町
類
一
比
高
・
視
界
と
も
に
低
い
(
狭
い
)
タ
イ
プ

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
の
中
で
の
相
対
的
な
ラ
ン
ク
の
優
劣
に
よ
っ
て
、

a
-
b
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
立
地
類
型
に
よ
り
前
期
古
墳
を
五
類
、
中
期
古
墳
を
八
類
、
後
期
古
墳
を
七
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
古
墳
に
付
し

た
番
号
(

)
は
、
表
1
に
対
応
す
る
。

[
前
期
古
墳
立
地
類
型
]

-
h類
(
比
高
A
・
視
界
B
)
(
A
・
B
)

一
妙
見
山
古
墳
(
九
)
、
寺
戸
大
塚
古
墳
(
一
O
)

、
五
塚
原
古
墳
士
乙
、
茶
臼
山
古
墳
(
七
一
)
、

一
本
松
古
墳
2

-
b類
(
A
・
D
)
(
A
・
C
)

二
本
松
塚
古
墳
(
七
)
、
鳥
居
前
古
墳
(
一
八
)
、
西
山
七
号
墳
(
三
四
)
、
椿
井
大
塚
山
古
墳
(
=
一
六
)
、
平
尾

城
山
古
墳
(
=
一
七
)
、
石
不
動
古
墳
(
豆
七
)
、
輿
戸
一
号
墳
(
五
九
)
、
百
々
池
古
墳

-
b類

(
B
・
D
)
(
B
・
C
)

・
酔
類

(
C
・
A
)
一
元
稲
荷
古
墳
(
一
七
)

・
恥
類

(
C
・
C
)
(
C
・
D
)

墳
(
六
一
)

一
尼
塚
四
号
墳
(
三
五
)
、
西
山
一
号
墳
(
五
一
)
、
上
大
谷
八
号
墳
(
王
一
一
一
)
、
飯
岡
車
塚
古
墳
(
豆
八
)

一
天
皇
の
杜
古
墳
(
人
)
、
北
山
古
墳
(
三
)
、
西
車
塚
古
墳
(
歪
)
、
東
車
塚
古
墳
(
杢
(
)
、
大
住
南
塚
古



[
中
期
古
墳
立
地
類
型
]

一
カ
ラ
ネ
ガ
岳
古
墳
(
二
二
)
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
山
古
墳
、
庵
寺
山
古
墳

-
h類

(
A
-
A
)
(
A
・
B
)

-
H類
(
B
-
A
)
(
B
-
B
)

-
h類

(
A
-
D
)

一
一
池
山
古
墳
(
三
一
)
、
鞍
岡
山
三
号
墳

-mm類

(
B
・
D
)

一
丸
山
古
墳
(
=
一
八
)
、
王
塚
古
墳
(
き
)
、
二
子
山
古
墳

・
酢
類

(
C
-
A
)
(
D
-
A
)

塚
古
墳

一
黄
金
塚
一
・
二
号
墳
(
二
千
一
一
八
)
、
芝
ケ
原
五
・
六
・
一
一
号
墳
(
望
・
四
三
・
四
ニ

一
今
里
車
塚
古
墳
(
二
一
)
、
久
津
川
車
塚
古
墳
(
三
九
)
、
赤
塚
古
墳
(
四
六
)
、
大
住
率
塚
古
墳
(
七
二
)
、
丸

首長墓系古墳の立地分析

-
恥
類

(
C
・
B
)
(
D
・
B
)

・
酢
類

(
C
・
C
)

一
青
塚
古
墳
(
豆
ニ
)

・
恥
類

(
C
・
C
)
(
D
・
D
)

一
段
ノ
塚
古
墳
(
六
)
、
穀
塚
古
墳
(
一
一
エ
)
、
芝
一
号
墳
(
一
九
)
、
恵
解
山
古
墳
(
ニ
O
)
、
番
神
山
古
墳

(
六
六
)
、
岡
村
古
墳
(
交
)
、
ヒ
ル
塚
古
墳
、
金
比
羅
山
古
墳

一
芭
蕉
塚
古
墳
(
四
O
)

、
吐
師
一
・
二
・
四
・
五
号
墳
(
さ
了
歪
)
、
鍛
冶
塚
古
墳

[
後
期
古
墳
立
地
類
型
]
2
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-
h類

(
A
-
A
)
(
A
-
B
)

-
H類
(
B
-
B
)

一
太
秦
馬
塚
古
墳
(
五
)
、
胃
山
一
号
墳
(
四
九
)

-
h類

(
A
・
C
)

一
大
谷
二
号
墳
(
六
七
)

・
酔
類

(
C
-
A
)
(
D
-
A
)

一
蛇
塚
古
墳
土
)
、
天
塚
古
墳
(
二
)
、
垂
箕
山
古
墳
(
一
ニ
)
、
天
鼓
ノ
森
古
墳
(
一
回
)
、
清
水
塚
古
墳

(
玉
)
、
今
里
舞
塚
古
墳
(
ニ
コ
一
)
、
稲
荷
塚
古
墳
(
二
回
)
、
井
ノ
内
車
塚
古
墳
(
二
五
)
、
二
子
塚
古
墳
(
一
ニ
ニ
)
、
長
池
古
墳
(
四
八
)
、
天
神
山
五
号

一
上
大
谷
一
号
古
墳
(
吾
)
、
天
神
山
三
号
墳
(
六
九
)
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墳(七
O
)

、
今
里
大
塚
古
墳

-
酌
類

(
D
・
B
)

・
酔
類

(
C
・
C
)

・
恥
類

(
D
・
C
)

古
墳
立
地
類
型
の
分
布
パ
タ
ー
ン
(
図
2
)

一
清
水
山
古
墳
(
四
)
、
物
集
女
車
塚
古
墳
(
一
六
)

一
青
谷
丸
山
古
墳
(
宜
O
)

一
塚
本
古
墳
(
二
六
)

，--， (3) 

前
期

-
類
(
九
・
一
0

・
二
・
七
一
)
は
向
日
正
陵
の
尾
根
上
と
八
幡
正
陵
、
す
な
わ
ち
山
城
盆
地
北
部
を
中
心
に
分
布
す
る
。
こ
れ
に
対

し、

E
類
は
主
に
山
城
盆
地
南
部
・
木
津
川
流
域
に
分
布
す
る
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
酢
(
一
一
一
=
了
=
一
七
・
豆
了
五
三
・
宜
八
)
は
木
津
川
右
岸
と
飯
岡

の
独
立
正
陵
上
に
の
み
分
布
す
る
。
町
類
は
正
陵
鞍
部
・
緩
斜
面
上
に
立
地
す
る
も
の
で
あ
り
、
向
日
正
陵
(
八
・
三
)
、
八
幡
正
陵
縁
辺

(
五
千
五
六
ム
一
)
に
み
ら
れ
る
。
各
類
の
比
率
は
、
-
類
五
基
、
(
一
九
%
)
、

E
類
十
五
基
(
五
八
%
)
、
皿
類
一
基
(
四
%
)
、
町
類
五
基

(
一
九
%
)
で
あ
る
。

[
中
期
]

E
類
は
木
津
川
流
域
を
中
心
に
分
布
し
、
山
城
盆
地
北
部
に
は
例
を
み
な
い
。
百
類
の
分
布
は

E
・
田
類
の
分
布
域
と
は
対

称
的
に
、
山
城
盆
地
北
部
で
目
立
つ
。

I
類
八
基
(
二
三
%
)
、

E
類
五
基
(
一
四
%
)
、

E
類
一
一
基
会
二
%
)
、
町
類
一
一
基
(
三

一
%
)
を
数
え
る
。

[
後
期
]

-
類
田
類
の
分
布
に
は
地
域
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
-
類
は
主
に
木
津
川
右
岸
に
分
布
の
中
心
が
あ
る
の
に
対
し
、
田

類
は
山
城
盆
地
北
部
、
桂
川
両
岸
に
分
布
す
る
。
-
類
は
五
基
(
二
四
%
)
、

E
類
は
一
基
(
五
%
)
、

E
類
一
三
基
(
六
二
%
)
、
町
類

二
基
(
一
O
%
)
の
構
成
比
と
な
り
、
ー
・
田
類
が
主
体
で
あ
る
。

(4) 

古
墳
立
地
類
型
と
墳
丘
規
模
(
全
長
)
の
関
係
(
図
3
)
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図2 山城盆地における古墳立地類型の分布パターン
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[
前
期
]

墳
丘
規
模
は
大
き
く
二
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
る
。

b
類
は
最
大
規
模
の
椿
井
大
塚
山
古
墳
(
一
ニ
と
か
ら
全
長
二
四
メ
ー
ト
ル
た

ら
ず
の
輿
戸
一
号
墳
(
五
九
)
ま
で
該
当
し
て
お
り
、
規
模
と
立
地
類
型
の
有
意
の
相
聞
が
見
出
せ
な
い
。
他
の
類
型
も
同
様
の
傾
向
を
示
し

て
い
る
。

[
中
期
]

墳
正
規
模
は
三
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
る
。
国
類
を
み
る
と
中
期
最
大
規
模
の
久
津
川
事
塚
古
墳
か
ら
最
小
の
赤
塚
古
墳
(
四
六
)

ま
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
規
模
と
立
地
類
型
と
の
相
関
は
い
え
な
い
。
他
の
類
型
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

[
後
期
]

後
期
は
前
・
中
期
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。
墳
正
規
模
は
二
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
る
。
墳
E
の
最
大
規
模
の
二
子
塚
古
墳
(
三
二
)

か
ら
上
位
六
位
ま
で
の
古
墳
は
す
べ
て
田
類
で
あ
り
、
大
形
墳
の
立
地
類
型
に
ま
と
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
小
形
墳
は

I
類

と
対
応
す
る
。
か
か
る
墳
丘
規
模
と
立
地
類
型
の
相
関
は
、
前
節
で
述
べ
た
古
墳
の
地
理
的
分
布
の
傾
向
と
の
関
係
を
も
指
摘
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
酔
類
の
大
形
墳
は
す
べ
て
山
城
盆
地
北
部
に
分
布
し
、
-
類
小
形
墳
(
四
七
・
四
九
・
吾
・
完
)
は
盆
地
南
部
に
分
布
す
る
。

首長墓系古墳の立地分析

古
墳
時
代
前
・
中
期
に
お
い
て
墳
丘
規
模
と
立
地
類
型
と
に
顕
著
な
相
闘
が
認
め
ら
れ
な
い
の
に
対
し
、
後
期
に
は
規
模
・
立
地
類
型

.
分
布
相
互
に
相
関
性
が
出
て
く
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

F
h
d
 

古
墳
か
ら
の
視
界
と
立
地
類
型
(
図
2
・
4
)

図
4
は
古
墳
か
ら
の
視
界
を
方
位
角
と
し
て
扇
形
で
表
現
し
、
次
に
扇
形
の
方
向
に
基
づ
き
、
古
墳
聞
で
見
通
し
可
能
と
み
ら
れ
る
も

の
を
す
べ
て
線
分
(
眺
望
関
係
線
)
で
結
ん
だ
図
で
あ
る
(
お

}
0

古
墳
は
下
位
の
平
坦
面
・
主
に
沖
積
低
地
か
ら
眺
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

り
、
選
地
に
当
た
っ
て
は
古
墳
を
望
み
得
る
範
囲
が
考
慮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
古
墳
相
互
の
視
界
の
関
係
と
立
地
類
型
の

分
布
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
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[
前
期
]

古
墳
か
ら
の
視
界
は
盆
地
内
部
へ
向
け
広
域
に
広
が
っ
て
い
る
。
木
津
川
流
域
の

E
類
の
古
墳
で
は
、
水
系
も
し
く
は
地
形
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図4 山城盆地における古墳からの視界と眺望関係



変
換
線
に
対
し
て
パ
ラ
レ
ル
な
視
界
を
展
開
さ
せ
る
。
最
も
卓
越
し
た
視
界
を
有
す
る
の
は
向
日
丘
陵
の
グ
ル
ー
プ
と
茶
臼
山
古
墳
(
と

も
に

I
類
)
で
あ
る
。
と
く
に
茶
臼
山
古
墳
(
七
一
)
は
唯
一
淀
川
流
域
・
大
阪
方
面
へ
の
眺
望
が
可
能
な
古
墳
で
あ
る
。
眺
望
関
係
線
は
隣

接
す
る
古
墳
相
互
に
お
い
て
三
角
形
を
な
し
、
全
体
と
し
て
は
閉
じ
た
多
角
形
と
な
る
。
眺
望
の
重
複
が
最
も
密
に
な
る
地
域
は
、
向
日

E
陵
の

I
i町
類
の
古
墳
群
周
辺
の
段
E
・
沖
積
低
地
、

つ
い
で
八
幡
丘
陵
東
縁
、
城
陽
正
陵
西
縁
の
扇
状
地
・
沖
積
低
地
の
三
地
域
で

あ
る
。[

中
期
]

前
期
に
お
い
て
古
墳
か
ら
の
視
界
が
相
互
に
対
峠
し
合
う
傾
向
が
み
ら
れ
た
の
に
対
し
、
中
期
古
墳
の
視
界
方
向
は
よ
り
個

別
の
地
域
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
段
ノ
塚
古
墳
(
六
)
・
穀
塚
古
墳
(
三
)
や
、
宇
治
川
を
挟
む
黄
金
塚
一
・
二
号
墳

(
二
八
・
二
九
)
・
池
山
古
墳
(
三
一
)
・
丸
山
古
墳
(
一
二
八
)
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
(
以
上
す
べ
て
町
類
)
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
な
眺
望
の
ま
と
ま
り
を

有
す
る
。
山
城
盆
地
南
部
で
は
、
木
津
川
を
挟
ん
で
立
地
す
る
、
久
津
川
車
塚
古
墳
(
=
一
九
)
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
と
大
住
車
塚
古
墳

(
七
二
)
の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
す
る
視
界
は
際
だ
っ
た
重
複
関
係
を
み
せ
て
い
る
。
眺
望
関
係
線
は
、
前
期
の
よ
う
に
多
角
形
を
描
く
こ
と
な

首長墓系古墳の立地分析

く
三
角
形
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
段
正
・
扇
状
地
な
ど
の
平
坦
面
・
緩
斜
面
上
に
立
地
す
る

E
-
H類
の
増
加
が
、
関
係
線
の
分
散
的
パ

タ
ー
ン
と
な
っ
て
現
れ
る
。

[
後
期
]

後
期
で
は
限
ら
れ
た
範
囲
の
み
を
眺
望
す
る
古
墳
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
盆
地
北
部
の
物
集
女
車
塚
古
墳
(
二
(
)
、
木
津
川
流

域
の
大
谷
二
号
墳
(
六
七
)
・
青
谷
丸
山
古
墳
(
五
O
)

な
ど
は
、
限
ら
れ
た
眺
望
を
も
っ
た
立
地
を
す
る
。
後
者
の
場
合
、
開
析
谷
に
望
む
丘
陵

に
立
地
す
る
た
め
に
視
野
が
狭
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
後
期
最
大
規
模
の
二
子
塚
古
墳
(
三
ニ
)
や
桂
川
左
岸
の
皿
類
大
形
墳
の
グ
ル
ー
プ
は
盆
地
に
対
し
て
広
い
視
界
を
確
保

67 

し
て
い
る
。
眺
望
関
係
線
は
総
じ
て
分
散
的
で
あ
る
が
、
三
角
形
を
描
く
眺
望
関
係
線
の
グ
ル
ー
プ
が
二
ケ
所
み
ら
れ
る
。

一
つ
は
桂
川
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水
系
の
嵯
峨
野
古
墳
群
(
一

1
5
・
天
鼓
ノ
森
古
墳
(
一
回
)
・
物
集
女
車
塚
古
墳
の
グ
ル
ー
プ
、
今
一
つ
は
二
子
塚
古
墳
・
坊
主
山
一
号
墳

(
四
七
)
・
長
岡
の
グ
ル
ー
プ
合
=
一
了
二
六
)
で
構
成
さ
れ
る
群
で
あ
る
。
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
眺
望
関
係
に
お
い
て
、
二
子
塚
古
墳
に
よ
っ
て
連

繋
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
視
界
・
眺
望
関
係
線
の
変
化
は
次
の
よ
う
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
に
お
い
て
、
-
-

H
類
主
体
の
古
墳
は
相
互
に
眺
望
関
係
線
で
結
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

一
つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
中
期
は
、
百
類
の
古

墳
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
関
係
線
は
一
部
閉
じ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
分
散
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
後
期
で
は
、
眺
望
関

係
に
よ
る
多
角
形
は
描
か
れ
な
く
な
る
。

視
界
方
向
・
眺
望
関
係
線
の
変
化
は
、
立
地
類
型
の
構
成
比
の
変
化
と
あ
る
程
度
相
闘
が
認
め
ら
れ
る
。
前
記
の
眺
望
関
係
の
纏
ま
り

は、

I
・
E
類
合
わ
せ
て
二

O
基
(
七
七
%
)
と
い
う
高
率
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
i
後
期
の
眺
望
関
係
の
分
散
傾
向
は

E
・
町
類

の
増
加
、
す
な
わ
ち
中
期
二
二
基
(
六
二
%
)
、
後
期
一
五
基
(
七
二
%
)
と
い
う
構
成
比
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
盆
地
北
部
に
お
け

る
正
陵
か
ら
平
坦
地
へ
の
立
地
の
変
化
、
南
部
に
お
け
る
正
陵
立
地
の
踏
襲
が
古
墳
視
界
の
地
域
的
異
化
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
る
。

(6) 

相
関
分
析
・
回
帰
分
析
か
ら
み
た
古
墳
規
模
(
全
長
)

立
地
属
性
の
相
関
関
係
の
変
化
(
図
5
)

[
相
関
分
析
]

全
長
と
比
高
の
相
関
関
係
(
図
5
(
1
)
)
で
は
、
前
・
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
相
関
関
係
が
マ
イ
ナ
ス

0
・一

九
O
、
同
0
・一

O
九
か
ら
同
0
・
五
一
ム
ハ
へ
と
負
の
相
聞
を
増
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
全
長
・
視
界
の
相
関
関
係
(
図

5
(
2
)
)
で
は
、
相
関
係
数
が
前
期
0
・
一
九
三
か
ら
後
期
0
・
六
四

O
へ
と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
立
地
属
性
相
互
(
比
高
・

視
界
)
の
相
関
関
係
(
図
5
|
(
3
)
)
で
は
前
・
中
期
が
ほ
ほ
無
相
関

(
0
・
0
八
一
と

0
・
0
六
四
)
を
示
す
の
に
対
し
、
後
期
に
お

い
て
負
の
相
関
(
マ
イ
ナ
ス

0
・四
O
八
)
と
な
る
。
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・
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を
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。
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重回帰分析における回帰式
(Y=aX1 +bXZ+CX3十d)のa，b， c， dの値

表 2

S. E 

33，814 

35，640 

13.843 

2 r 

0.119 

0.199 

0.592 

0.345 

0.446 

0.770 

d 

83.560 

53.623 

44.972 

0.118 

0.258 

0.170 

b 

- 0.607 

- 1.355 

0.472 

a 

0.387 

1.405 

0.145 

時期

前期

中期

後期*

♂
は
標
高
♂
は
視
界
と
す
る
。

表
2
に
回
帰
式
に
お
け
る
標
準
偏
回
帰
係
数
の
値
、
重
相
関
係
数
、
決
定
係
数
お
よ
び
標
準
誤
差
を

時
期
別
に
示
す
2
0

ただし、 Y:古墳規模(全長)、 X1:比高、 X2:標高、 X3:視界、

r :重相関係数、 r2:決定数、 S.E:標準誤差、*:後期の値は 5%で有意

前
・
中
期
で
は
重
相
関
係
数
が
0
・
三
四
五
、

0
・
四
四
六
と
低
く
、
相
聞
は
弱
い
。
ま
た
決
定
係
数

も
0
・
一
一
九
、

0
・
一
九
九
と
な
り
、
式
の
説
明
力
は
良
く
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
古
墳
時
代
後
期
を

み
る
と
、
相
関
係
数
は

0
・
七
七
O
、
決
定
係
数
は

0
・
五
九
二
と
有
意
の
相
闘
を
示
し
て
い
る
と
い
え

マ
心
(
白
}
O

(二)

亀
岡
盆
地
に
お
け
る
首
長
墓
系
古
墳
の
立
地
分
析

亀
岡
盆
地
は
、
山
城
盆
地
の
北
西
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
聞
に
位
置
し
、
桂
川
の
上
流
側
に
形

成
さ
れ
た
小
盆
地
で
あ
る
。
盆
地
は
構
造
運
動
の
支
配
を
受
け
た
断
層
角
盆
地
で
あ
り
、
そ
の
長
軸
を

北
西
l
南
東
方
向
に
発
達
さ
せ
て
い
る
さ
。
規
模
は
、
長
さ
約
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
了
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
大
堰
川
(
桂
川
)
左
岸
山
麓
に
は
明
瞭
な
構
造
線
が
観
察
さ
れ
、
山
地
・
低
地
の

地
形
変
換
線
は
直
線
的
と
な
る
。
地
形
面
は
形
態
的
に
み
て
大
き
く
丘
陵
、
段
丘
(
高
位
よ
り

I
i
E

-
固
面
)
、
沖
積
低
地

(
I
-
H面
)
、
扇
状
地
に
分
類
で
き
る
(
図
6
)
。
旧
河
道
が
良
く
発
達
す
る

沖
積
低
地

E
面
を
除
い
て
、
各
面
に
首
長
墓
系
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
古
墳
が
立
地
し
て
い
る
。

首
長
墓
系
古
墳
は
段
丘
面
を
中
心
に
、
現
在
判
明
し
て
い
る
も
の
で
一
四
基
確
認
さ
れ
て
い
る
(
表
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[5]1 ITì回2m田3~ヨ4~ヨ5
Eヨ6Eヨ7区TI]8IT四9[回10
~1C:ヨ12[O]13[1:::IJ14

1.山地・丘陵，尾根線

2.段丘I面 3.段丘E面
4.段丘E面 5.段丘町面

6.沖積I面 7.沖積H面
8.扇状地 9.旧河道

10.現河道

11.首長墓系古墳

12.群集墳

13.国府・国分寺

14.大規模人工改変地

孟二J

図6 亀岡盆地における首長墓系古墳・群集墳の分布
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亀岡盆地における首長墓系古墳

No. 古墳名 形態
立地

時期 全(m長) 標(m)品 (比地高形(面m)) 視(眺界望(。角)) 
(地形面)

1 う さ の 古 墳 後円 丘陵・稜 後 期 37 135 17.2 14no' 

2 糠塚古墳 机立 扇状地 中 期 65 129 13 185050' 

3 天 神 塚 方墳 沖積I面 中 期 30 約110 6 143
0

10' 

4 坊主塚古墳 方墳 沖積I面 中期後半 34 約110 6 143020' 

5 千歳車塚古墳 後円 段丘団面 中 期 末 79 103 3 110
0

0 ' 

6 拝田 16号墳 後円 段丘皿面 後期前半 44 120 8.8 6900 ' 

7 案察使 1号墳 後円 段丘園面 後 期 45 92 3.0 8rlO' 
8 三ツ塚2号墳 円墳 段丘I面 中期前半 27 136 19.3 38

0

50' 

9 穴太 12号墳 後円 丘陵・稜 後 期 28 l35 25 74050' 

10 加 塚 古 墳 後円 段丘皿面 中 期 60 94 6 76
0

0 ' 

11 野 条 古 墳 後円 段丘園面 中 期 50 104 16 12800 ' 

12 桝 塚 古 墳 方墳 段丘田面 中期前半 40 104 16.3 1W050' 
13 瀧ノ花塚古墳 方墳 段丘E面 中期後半 30 104 16 12r20' 
14 向山古墳 円墳 段丘I面 前期後半 32 162 26.1 32

0

30' 

表 3

(1) 

古
墳
立
地
類
型

古
墳
の
例
数
が
少
な
い
た
め
、
山
城
盆
地
に
お
い
て
設
定
し
た
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ

に
基
づ
く
立
地
類
型
を
適
用
し
た
。

[
前
期
古
墳
立
地
類
型
]

-
h類
(
比
吉
岡
A
・
視
界
D
)

一
向
山
古
墳
(
一
回
)

[
中
期
古
墳
立
地
類
型
]

一
一
一
一
ツ
塚
二
号
墳
(
八
)
、
野
条
古
墳
士
二
、
桝
塚
古
墳

形態の略記:後円=前方後円墳、帆立=帆立貝式古墳

-
U類

(
B
・
D
)

(
三
)
、
瀧
ノ
花
塚
古
墳
(
一
一
ニ
)

一
糠
塚
古
墳
(
二
)

-
酢
類

(
C
・
A
)

・
恥
類

(
D
・
C
)
(
D
・
D
)

歳
車
塚
古
墳
(
五
)
、
加
塚
古
墳
(
一
O
) 一

天
神
塚
古
墳
(
=
一
)
、
坊
主
塚
古
墳
(
四
)
、
千

[
後
期
古
墳
立
地
類
型
]

-
h類

(
A
・
B
)

二
八
太
一
二
号
墳
(
九
)

-
H類

(
B
-
B
)

γ
っ
さ
の
古
墳
(
一
)

-
酌
類

(
D
・
B
)

・
酔
類

(
C
・
B
)

以
上
、
立
地
類
型
は
前
期
一
類
、
中
期
三
類
、
後
期
四
類
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

一
案
察
使
一
号
墳
(
七
)

一
拝
田
一
六
号
墳
(
六
)
(
訂
)
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主』ヲ。。
(2) 

古
墳
立
地
類
型
の
分
布
パ
タ
ー
ン

[
前
期
]

前
期
と
さ
れ
る
首
長
墓
系
古
墳
は

b
類
・
向
山
古
墳
(
円
墳
・
径
三
二
メ

亀岡盆地における首長墓系古墳からの視界

i
ト
ル
)

一
基
の
み
で
、
盆
地
南
東
端
の
段

E
I面
上
に
立
地
し
て
い
る
。
峡
窄
部
に

位
置
す
る
た
め
、
眺
望
角
は
極
め
て
狭
い
。

[
中
期
]

大
堰
川
を
挟
ん
で
、
左
岸
・
盆
地
北
東
部
に
千
歳
車
塚
古
墳
を
は
じ
め
と

す
る
恥
類
の
グ
ル
ー
プ
(
一
一
了
五
)
が
立
地
し
、
右
岸
・
盆
地
南
部
に
は
れ
山
類
の
グ
ル
ー
プ

(一一

i
一
吉
一
)
が
立
地
す
る
よ
う
に
、
立
地
類
型
の
分
布
に
は
あ
る
程
度
纏
ま
り
が
認
め
ら

れ
る
。

盆
地
ほ
ぽ
中
央
に
お
い
て
大
堰
川
右
岸
に

h
(
九
)
・
恥
類
(
六
)
、
左
岸
に
酌

類
(
七
)
が
立
地
す
る
。
立
地
類
型
に
地
域
的
な
纏
ま
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。

[
後
期
]

(3) 

古
墳
立
地
類
型
と
墳
丘
規
模
の
関
係

図7

中
期
を
例
に
み
る
と
、
立
地
類
型
は
古
墳
規
模
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
恥
、
酢
、

恥、

h
山
、
仙
、

h
山
、
肌
山
、
勘
と
な
る
。

E
-
N類
が
大
形
墳
に
対
応
し
、

H
類
は
大
形

墳
に
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

後
期
の
場
合
、
古
墳
立
地
類
型
は
墳
正
規
模
の
大
き
い
も
の
か
ら
順
に
酌
、
郎
、

h
、
h
、
と
な
り
、

I
類
が
全
長
四

0
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
形
墳
に
対
応
す
る
さ
。
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(4) 

古
墳
か
ら
の
視
界
と
立
地
類
型
(
図
7
)

[
前
期
]

大
堰
川
下
流
域
の
極
め
て
限
ら
れ
た
段
正
面
・
沖
積
低
地
に
対
し
て
の
み
眺
望
が
可
能
で
あ
り
、
特
異
な
立
地
を
示
し
て
い

る
O 

[
中
期
]

前
述
し
た
立
地
類
型
の
地
域
的
な
纏
ま
り
は
、
眺
望
関
係
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
大
堰
川
両
岸
の

E
-
H類
の
グ
ル
l

プ
は
相
互
に
眺
望
関
係
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
固
有
の
視
界
を
形
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

E
類
小
形
古
墳
群
が
大
堰
川
下
流
低
地
、

国

-
N類
大
形
古
墳
が
主
に
中
・
上
流
域
低
地
を
視
界
内
に
確
保
す
る
。

H
類
小
形
古
墳
群
の
立
地
は
、
前
期
に
お
け
る
立
地
を
踏
襲
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

[
後
期
]

後
期
古
墳
の
立
地
は
前
・
中
期
の
様
相
と
は
異
な
る
。
盆
地
中
央
に
お
い
て
大
堰
川
を
挟
ん
で
対
峠
す
る
よ
う
に

I
類

(
九
)
、
田
類
(
七
)
、
町
類
(
六
)
の
各
古
墳
が
立
地
し
、
眺
望
関
係
は
相
互
に
確
保
さ
れ
る
。

五

山
城
盆
地
・
亀
岡
盆
地
に
お
け
る
首
長
墓
系
古
墳
立
地
の
検
討

以
上
、
山
城
盆
地
・
亀
岡
盆
地
に
お
け
る
首
長
墓
系
古
墳
の
立
地
に
つ
い
て
定
量
的
分
析
を
ふ
ま
え
て
記
載
を
す
す
め
た
。
こ
れ
ら
の

結
果
を
要
約
し
、
若
干
の
問
題
点
の
整
理
を
し
て
お
き
た
い
。

(一)

山
城
盆
地
に
お
け
る
首
長
墓
系
古
墳
の
立
地

A 

比
高
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
は
古
墳
時
代
前
期
が
三
ラ
ン
ク
、
中
・
後
期
が
四
ラ
ン
ク
に
分
れ
る
。
視
界
ラ
ン
ク
は
前
・
中
期
四
ラ
ン

ク
、
後
期
三
ラ
ン
ク
に
区
別
さ
れ
る
。
古
墳
規
模
(
全
長
)
は
前
・
後
期
二
ラ
ン
ク
、
中
期
三
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
る
。

B 

A
の
組
合
せ
か
ら
、

I
j
H類
の
立
地
類
型
を
設
定
し
得
た
。

I
類
一
比
高
視
界
良
好
タ
イ
プ
、

H
類
い
比
高
良
好
タ
イ
プ
、

E
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類
一
視
界
良
好
タ
イ
プ
、
百
類
一
比
高
・
視
界
不
良
タ
イ
プ
で
あ
る
。

C 

古
墳
時
代
前
期
一

I
類
が
主
と
し
て
山
城
盆
地
北
部
、

H
類
(
全
体
の
五
八
%
)
が
盆
地
南
部
に
立
地
す
る
。
墳
丘
規
模
と
立
地

類
型
と
の
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。
眺
望
関
係
線
は
隣
接
す
る
古
墳
相
互
に
結
ば
れ
、
全
体
で
は
閉
じ
た
多
角
形
と
な
る
。

D 

古
墳
時
代
中
期
一
一
つ
の
立
地
類
型
が
五
O
%
を
越
え
る
よ
う
な
高
い
出
現
率
は
み
ら
れ
ず
、
前
・
後
期
に
比
べ
類
型
数
に
多
様

化
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
当
該
期
に
お
け
る
墳
丘
規
模
の
階
層
分
化
の
進
展
と
相
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

E
類
の
立
地
す
る
範

困
は
山
城
盆
地
南
部
に
限
定
さ
れ
る
。
田
類
は
盆
地
南
部
・
木
津
川
右
岸
を
中
心
に
全
体
の
三
O
%
が
立
地
す
る
。
前
期
同
様
、
規

模
と
立
地
類
型
に
顕
著
な
相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
。

E 

古
墳
時
代
後
期
一

I
類
小
形
墳
が
す
べ
て
盆
地
南
部
に
立
地
す
る
の
に
対
し
、
田
類
大
形
古
墳
は
盆
地
北
部
を
中
心
に
分
布
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
墳
E
規
模
・
立
地
類
型
・
地
域
が
相
関
関
係
に
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
眺
望
関
係
線
の
パ
タ
ー
ン
の
地
域
分
散

的
傾
向
は
右
記
の
結
果
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。

F 

c
i
E
か
ら
み
て
、
古
墳
時
代
前
・
中
期
は
立
地
類
型
が
地
域
的
に
は
あ
る
程
度
纏
ま
り
を
み
せ
る
が
、
古
墳
規
模
と
立
地
類
型

は
無
相
関
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
期
に
お
い
て
こ
れ
ら
は
相
関
性
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。

G 

相
関
分
析
・
重
回
帰
分
析
二
F

の
結
果
は
、
古
墳
規
模
及
び
立
地
属
性
の
相
関
係
数
の
時
系
列
的
変
化
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
た
。

相
関
分
析
に
お
い
て
は
、
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
古
墳
規
模
(
全
長
)
と
視
界
の
相
関
係
数
が
顕
著
な
増
加

(
r
一
0
・
一
九

一一一↓
0
・
六
四
O
)
を
示
す
の
に
対
し
、
規
模
と
比
高
に
お
い
て
は
負
の
相
関

(
r
一
マ
イ
ナ
ス

0
・
一
九
O
↓
同
0
・
五
一
六
)
を

増
す
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
比
高
と
視
界
の
関
係
に
お
い
て
も
前
・
中
期
に
比
し
て
後
期
に
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ
た
。
各
要
素

の
組
み
合
わ
せ
と
も
、
前
・
中
期
の
無
相
関
に
対
し
、
後
期
に
お
い
て
有
意
な
相
聞
を
示
し
た
。
重
回
帰
分
析
に
お
い
て
も
、
規
模
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と
立
地
属
性
(
比
高
・
標
高
・
視
界
)
間
の
重
相
関
係
数
で
、
前
期
0
・
二
一
四
四
、
中
期
0
・
四
四
六
、
後
期
0
・
七
七

O
の
数
値
を

得
た
。
重
回
帰
式
は
古
墳
時
代
後
期
に
お
い
て
説
明
力
を
増
す
。

に)

亀
岡
盆
地
に
お
け
る
首
長
墓
系
古
墳
の
立
地

A 

古
墳
時
代
前
期
一
盆
地
南
東
隅
の
狭
い
段

E
面
に
一
基

(
E類
・
円
墳
)
立
地
す
る
の
み
で
あ
る
。
盆
地
の
一
一
幽
を
眺
望
範
囲
と

す
る
に
す
ぎ
な
い
。

B 

古
墳
時
代
中
期
一
前
j
後
期
を
通
し
て
全
体
の
六
七
%
(
九
基
)
の
古
墳
が
立
地
す
る

o
E類
小
形
墳
が
盆
地
南
部
・
大
堰
川
右

岸
、
町
類
大
形
墳
が
盆
地
北
東
部
・
左
岸
に
立
地
す
る
よ
う
に
古
墳
規
模
・
立
地
類
型
・
地
域
が
相
関
性
を
帯
ぴ
る
。

C 

古
墳
時
代
後
期
一
前
・
中
期
に
ほ
と
ん
ど
首
長
墓
系
古
墳
の
立
地
を
み
な
か
っ
た
盆
地
中
央
に
お
い
て
互
い
に
眺
望
関
係
を
有
す

る
古
墳
が
立
地
す
る
。

(ヨ

山
城
盆
地
・
亀
岡
盆
地
に
お
け
る
首
長
墓
系
古
墳
の
比
較
検
討

山
城
盆
地
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
亀
岡
盆
地
は
古
く
山
陰
道
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
大
堰
川
(
保
津
峡
)
を
介
し
て
同
じ
水
系
に
あ
り
な
が

ら
も
地
形
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
閉
鎖
系
と
な
っ
て
い
る
。
両
盆
地
、
す
な
わ
ち
山
城
と
南
丹
波
(
口
丹
波
)
の
首
長
墓
系
古
墳

を
、
A
一
規
模
及
び
立
地
類
型
、
な
ら
び
に
B
一
古
墳
の
受
け
皿
と
な
る
盆
地
の
規
模
か
ら
、
若
干
の
比
較
・
検
討
を
し
て
お
き
た
い
。

B
に
つ
い
て
は
、
立
地
を
取
り
扱
っ
た
本
論
の
趣
旨
と
や
や
異
な
る
が
、
自
然
環
境
と
首
長
墓
系
古
墳
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
補
論
と
す

る
A 

古
墳
の
規
模
・
立
地
類
型
の
対
比

古
墳
時
代
前
期
の
亀
岡
盆
地
で
は
、
山
城
盆
地
で
の
最
低
位
の
墳
正
規
模
ラ
ン
ク
の
方
墳
に
対
比
で
き
る
も
の
一
基
の
み
が
築
造
さ
れ



て
い
る
。
古
墳
時
代
中
期
に
あ
っ
て
も
そ
の
構
図
は
基
本
的
に
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
亀
岡
盆
地
最
大
規
模
の
首
長
墓
系
古
墳
で
す
ら
山

城
盆
地
で
の
第
三
ラ
ン
ク
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

亀
岡
盆
地
最
大
規
模
古
墳
・
立
地
類
型
に
対
応
す
る
類
例
を
山
城
盆
地
に
お
い
て
求
め
る
な
ら
ば
、
前
期
一
向
山
古
墳
(
一
四
、

E
類
)

ー
上
大
谷
八
号
墳
(
霊
、

E
類
)
、
中
期
一
千
歳
車
塚
古
墳
(
豆
、
町
類
)
段
ノ
塚
古
墳
(
穴
、
町
類
)
、
後
期
二
茶
察
使
一
号
墳
(
七
、

E

類

)
i物
集
女
車
塚
古
墳
(
一
豆
)

-
今
里
舞
塚
古
墳
(
二
一
ユ
)
・
稲
荷
塚
古
墳
(
二
四
、
以
上
町
類
)
の
対
比
が
可
能
で
あ
る
。
規
模
か
ら
み
て
同

一
の
階
層
に
あ
る
古
墳
が
、
前
・
中
期
に
お
い
て
同
じ
立
地
類
型
と
な
っ
て
い
る
が
、
下
位
の
ラ
ン
ク
の
古
墳
を
対
比
し
た
と
こ
ろ
大
半

に
は
相
関
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

B 

盆
地
規
模
と
首
長
墓
系
古
墳

盆
地
規
模
(
面
積
)
に
対
す
る
首
長
墓
系
古
墳
の
築
造
数
・
量
を
算
出
し
、
沖
積
低
地
、
段
正
・
扇
状
地
な
ど
生
産
基
盤
の
広
さ
と
古

墳
築
造
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
山
城
盆
地
は
面
積
二
九
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
亀
岡
盆
地
は
三
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を

首長墓系古墳の立地分析

有
し
、
九
一
一
の
面
積
比
で
あ
る
2
0

首
長
墓
系
古
墳
築
造
比
は
、
古
墳
総
数
か
ら
六
一
一
と
な
り
、
古
墳
一
基
あ
た
り
の
占
め
る
盆
地
面
積
は
、
単
純
計
算
で
は
山
城
盆
地
が

二
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
/
基
、
亀
岡
盆
地
が
二
・
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
/
基
と
、
後
者
が
や
や
密
に
築
造
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
れ
を
時
期
別
に
み
る
と
、
山
城
盆
地
が
前
期
一
了
五
、
中
期
八
・
三
、
後
期
二
二
・

0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
亀
岡
盆
地

で
は
前
期
三
二
・

0
、
中
期
三
・
五
、
後
期
八
・

0
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
亀
岡
盆
地
で
の
中
期
古
墳
の
立
地
の
過
密
さ
が
際
立
つ

て
い
る
。

77 

次
に
古
墳
築
造
の
際
に
要
す
る
盆
地
面
積
を
、
古
墳
築
造
量
か
ら
盆
地
ご
と
に
推
定
・
比
較
す
る
。
首
長
墓
系
古
墳
の
築
造
体
積
に
つ
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い
て
は
石
川
昇
(
一
九
八
五

a
)
蛮
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
、
古
墳
築
造
に
と
も
な
う
労
働
量
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
古
墳
盛
土
量

の
体
積
に
占
め
る
割
合
が
い
ま
だ
不
明
な
た
め
、
こ
こ
で
は
古
墳
築
造
量
を
古
墳
全
長
と
置
き
換
え
、
時
期
別
に
全
長
の
総
和
に
対
す
る

盆
地
面
積
の
割
合
を
算
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
得
ら
れ
た
値
は
、
盆
地
低
地
域
を
生
産
基
盤
と
仮
定
し
た
上
で
の
古
墳
築
造
に
要
す
る
生

産
基
盤
の
広
さ
を
意
味
し
て
い
る
。

山
城
盆
地
で
は
、
前
期
0
・
一
五
一
、
中
期
0
・
一
四
四
、
後
期
0
・
二
七
二
(
単
位
一
盆
地
面
積
・
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
/
古
墳
全
長

の
総
和
・
メ
ー
ト
ル
)
と
算
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
亀
岡
盆
地
で
は
、
前
期
了

O
、
中
期

0
・
0
七
七
、
後
期

0
・二

O
八
と
な

る
。
中
期
に
於
い
て
は
亀
岡
盆
地
で
は
山
城
盆
地
の
約
二
分
の
一
の
生
産
基
盤
に
よ
っ
て
古
墳
築
造
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
後
期
は
ほ
ぼ

同
じ
面
積
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
え
る
。
古
墳
時
代
後
期
は
古
墳
規
模
・
選
地
(
立
地
属
性
)
が
地
域
性
を
と
も
な
っ
て
相
関
す
る
時

期
で
あ
る
こ
と
を
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
古
墳
築
造
に
あ
た
っ
て
の
規
制
が
、
山
城
、
亀
岡
両
盆
地
に
共
通
し
て
古
墳

築
造
量
に
も
関
与
し
た
可
能
性
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
の
要
因
な
ど
に
つ
い
て
は
今
回
一
言
及
し
得
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

回

課
題
・
展
望

古
墳
を
特
徴
付
け
る
様
々
な
要
素
の
中
で
、
今
回
は
墳
丘
規
模
・
立
地
類
型
(
立
地
属
性
)
の
相
関
関
係
の
検
討
を
行
な
っ
た
。
今
後

の
課
題
と
し
て
、
墳
E
主
軸
の
方
位
、
古
墳
内
・
外
部
施
設
の
形
態
お
よ
び
規
模
、
副
葬
品
の
内
容
な
ど
と
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
。
例

え
ば
、
内
部
主
体
と
立
地
類
型
の
相
関
は
、
古
墳
時
代
後
期
に
お
い
て
そ
の
端
緒
が
う
か
が
わ
れ
る
。
山
城
盆
地
北
部
・

E
類
大
形
墳
が

内
部
主
体
に
大
形
横
穴
式
石
室
を
採
用
す
る
の
に
対
し
、
盆
地
南
部
・

I
類
小
形
墳
が
小
形
横
穴
式
石
室
も
し
く
は
木
棺
直
葬
を
内
蔵
す

る
よ
う
に
、
内
部
主
体
と
古
墳
規
模
・
立
地
型
・
地
域
の
相
闘
が
認
め
ら
れ
る

g
。
選
地
か
ら
埋
葬
主
体
の
選
択
に
至
る
造
墓
プ
ロ
セ
ス



の
型
な
り
パ
タ
ー
ン
な
り
を
、
‘
地
域
ご
と
に
か
つ
具
体
的
に
復
元
す
る
見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
立
地
類
型
と
他
の
古
墳
の
属
性

に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
論
じ
た
い
。
ま
た
、
周
辺
地
域
に
お
い
て
同
様
の
作
業
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
ご
と
の

特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

首長墓系古墳の立地分析

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
拙
稿
(
「
山
城
盆
地
に
お
け
る
古
墳
立
地
の
検
討
」
『
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
三
集
・
物
集
女
車
塚
』
向
日
市
教
育
委
員

会
、
一
九
八
八
)
を
改
稿
後
、
日
本
地
理
学
会
一
九
八
八
年
度
春
季
学
術
大
会
(
於
日
本
大
学
)
・
歴
史
地
理
学
会
第
二
二
回
大
会
(
於
滋
賀
大
学
)

に
お
い
て
口
頭
発
表
を
行
な
っ
た
も
の
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
作
成
に
当
た
り
、
次
の
方
々
の
御
高
配
・
御
教
示
を
賜
っ
た
。
誌
上
を
借
り
て
深
甚
の
意
を
表
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

小
野
忠
照
、
日
下
雅
義
、
和
田
晴
吾
、
原
秀
禎
、
津
川
康
雄
、
高
橋
学
、
外
山
秀
一
、
青
木
哲
哉
、
香
川
貴
志
、
小
橋
拓
司
、
橋
本
雄
一
、
山

中
章
、
山
本
輝
雄
、
松
崎
俊
郎
、
秋
山
浩
三
、
園
下
多
美
樹
、
宮
原
晋
一
。

計
算
機
に
よ
る
解
析
に
あ
た
っ
て
は
橋
本
雄
一
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
ま
た
、
島
岡
武
、
上
迫
誠
一
、
山
下
博
樹
、
新
庄
仁
美
の
諸
氏
に
よ
り
図
面

浄
書
・
原
稿
清
書
等
、
脱
稿
の
際
多
大
な
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
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注
・
参
考
文
献

(
1
)

石
川
昇
「
旦
波
・
山
背
の
前
方
後
円
墳
と
体
積
」
京
都
考
古
、
四
O
、
京
都
考
古
刊
行
会
、

(
2
)

三
友
国
五
郎
「
古
墳
群
と
平
野
」
考
古
学
雑
誌
二
八
|
悶
、
日
本
考
古
学
会
、
一
九
三
人

他
に
「
古
墳
の
地
理
的
位
置
や
古
地
形
」
に
即
し
て
考
察
す
る
も
の
に
以
下
の
文
献
が
あ
る
。

藤
岡
謙
二
郎
『
地
理
と
古
代
文
化
』
大
八
州
出
版
、
一
九
四
六

古
墳
が
「
丘
陵
上
、
傾
斜
変
換
線
」
に
立
地
す
る
と
指
摘
し
た
も
の
に
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。

末
永
雅
雄
「
畿
内
地
方
の
古
墳
立
地
」
考
古
学
雑
誌
、
一
二
七
|
三
、
日
本
考
古
学
会
、
一
九
五
一

伊
達
宗
泰
「
古
墳
と
平
野
の
問
題
」
歴
史
地
理
学
紀
要
五
、
日
本
歴
史
地
理
学
研
究
会
、
一
九
五
一

一
九
八
五

a

3 4 
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(
5
)

日
下
雅
義
「
『
応
仁
天
皇
陵
』
近
傍
の
地
形
環
境
」
考
古
学
研
究
二
O
|
二
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
七
五

(
6
)

原
秀
禎
「
古
墳
立
地
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
(
一
)
|
古
市
・
百
舌
烏
・
三
島
野
古
墳
群
を
例
と
し
て
|
」
(
立
命
館
大
学
地
理
学
教
室

同
孜
会
編
『
地
表
空
間
の
組
織
』
古
今
書
院
、
一
九
八
一
)

(
7
)

白
石
太
一
郎
「
畿
内
に
お
け
る
大
型
古
墳
の
群
消
長
」
考
古
学
研
究
、
二
ハ
|
三
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
六
九

(
8
)

田
中
晋
作
「
古
墳
群
の
構
造
変
遷
か
ら
み
た
古
墳
被
葬
者
の
性
格
」
古
代
学
研
究
、
九
八
、
古
代
学
研
究
会
、
一
九
八
三

(
9
)
和
田
晴
吾
「
向
日
市
五
塚
原
古
墳
の
測
量
調
査
よ
り
」
(
『
王
陵
の
比
較
研
究
』
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
、
一
九
八
三
)

(
叩
)
植
本
誠
一
「
大
型
古
墳
の
立
地
に
つ
い
て
|
奈
良
県
下
に
お
け
る
前
・
中
期
古
墳
」
(
『
考
古
学
論
叢
』
関
西
大
学
考
古
学
研
究
室
、
一
九
八

一一一)

(
日
)
岸
本
道
昭
「
前
方
後
円
墳
成
立
期
の
播
磨
・
揖
保
川
地
域
」
考
古
学
研
究
、
三
三
|
三
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
八
六

(
ロ
)
今
尾
文
昭
「
高
地
・
正
陵
・
低
地
の
前
期
古
墳
と
地
域
性
」
(
「
同
志
社
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
皿
・
考
古
学
と
地
域
性
』
同
志
社
考
古
学
シ
リ
ー
ズ

刊
行
会
、
一
九
八
七
)

(
日
)
石
川
昇
「
大
阪
に
築
か
れ
た
古
墳
の
総
体
積
と
労
働
力
」
考
古
学
研
究
、
二
九
|
三
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
八
四
。
同
「
大
和
の
前
方

後
円
墳
と
体
積
」
考
古
学
研
究
、
三
一
la--z

一
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
八
四
。
前
掲
(
1
)
。
同
「
前
方
後
円
墳
の
総
体
積
か
ら
五
世
紀
の

政
権
構
造
を
模
索
す
る
」
考
古
学
研
究
、
一
一
一
一
一
|
三
、
考
古
学
研
究
会
、
一
九
八
五
b
同
「
近
江
の
前
方
後
円
墳
と
畿
内
政
権
」
京
都
考
古
、

四
六
、
京
都
考
古
刊
行
会
、
一
九
八
七

(
見
)
辰
巳
和
弘
「
静
岡
県
に
お
け
る
大
型
古
墳
の
墳
丘
体
積
か
ら
の
試
論
」
(
『
同
志
社
考
古
学
シ
リ
ー
ズ

I
』
同
志
社
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
、

一
九
八
二
)

(
日
)
高
橋
誠
一
「
大
和
に
お
け
る
前
方
後
円
墳
(
例
会
要
旨
)
」
人
文
地
理
、
=
一
九
l
一
、
人
文
地
理
学
会
、
一
九
八
七
。
本
論
は
、
古
墳
規
模

の
区
分
に
、
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
を
初
め
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。

(
日
)
首
長
墓
系
古
墳
の
認
定
基
準
と
し
て
、
次
の
条
件
を
設
定
し
た
。
①
前
方
後
円
(
方
)
形
も
し
く
は
帆
立
貝
形
の
平
面
形
態
を
取
る
古
墳
。
②
直

径
(
一
辺
)
=
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
(
山
城
盆
地
例
)
、
二
五
メ
ー
ト
ル
以
上
(
亀
岡
盆
地
例
)
の
規
模
を
有
す
る
円
・
方
墳
。
な
お
、
後
述
す
る

回
帰
分
析
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
①
の
み
を
用
い
た
。

(η)
顕
著
な
河
谷
低
地
と
は
、
河
川
本
流
に
合
す
る
主
要
な
支
流
の
形
成
し
た
河
谷
を
含
む
。
山
城
盆
地
で
は
小
畑
川
・
小
泉
川
、
山
科
川
な
ど
が



首長墓系古墳の立地分析

こ
れ
に
当
た
る
。
開
析
谷
等
は
計
測
の
際
、
考
慮
に
い
れ
な
い
。

(
日
)
こ
こ
で
図
中
の
扇
形
の
半
径
は
一
律
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。

(
印
)
立
地
属
性
と
し
て
古
墳
の
立
地
す
る
標
高
を
重
回
帰
式
に
お
け
る
独
立
変
数
と
し
て
設
定
し
た
が
、
今
回
の
考
察
か
ら
は
除
外
し
て
い
る
。

(
却
)
大
塚
弥
之
助
・
堤
圭
三
郎
・
高
橋
美
久
二
・
未
本
信
策
『
京
都
府
遺
跡
地
図
』
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
七
二
。
平
良
泰
久
・
下
村
晴
文

編
『
南
山
城
の
前
方
後
円
墳
・
龍
谷
大
学
文
学
部
考
古
学
資
料
室
研
究
報
告

I
』
龍
谷
大
学
文
学
部
考
古
学
資
料
室
、
一
九
七
二
。
奥
村
清
一

郎
「
各
地
域
に
お
け
る
最
後
の
前
方
後
円
墳
・
西
日
本
田
・
京
都
府
南
部
」
古
代
学
研
究
、
一

O
四
、
古
代
学
研
究
会
、
一
九
八
四
。
平
良

泰
久
他
「
京
都
府
遺
跡
地
図
、
第
五
分
冊
」
京
都
府
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
。
平
良
泰
久
「
古
墳
の
編
年
を
総
括
す
る
・
山
城
」
季
刊
考
古

学
、
雄
山
閤
出
版
、
一
九
八
五

(
幻
)
円
・
方
墳
に
関
し
て
は
ナ
ン
バ
ー
を
付
さ
な
い
。
な
お
、
表
1
に
お
い
て
デ
ー
タ
未
記
載
の
も
の
は
現
地
形
が
改
変
を
受
け
た
た
め
に
計
測
不

可
能
で
あ
っ
た
。

(
担
)
長
岡
京
市
所
在
の
七
ツ
塚
古
墳
は
一
九
八
七
年
秋
の
発
掘
調
査
で
、
全
長
一
一

0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
今

回
の
報
告
文
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

山
本
輝
雄
「
長
法
寺
七
ツ
塚
古
墳
群
」
(
『
長
岡
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
一
一
冊
、
長
岡
京
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
)

(
お
)
古
墳
か
ら
の
視
界
が
図
化
さ
れ
た
の
に
次
の
報
告
が
あ
る
。

成
瀬
敏
郎
「
石
鎚
山
・
吹
越
古
境
群
の
位
置
と
地
理
環
境
」
(
『
石
鎚
山
古
墳
群
』
、
広
島
県
教
育
委
員
会
・
(
財
)
広
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
l
、
一
九
八
一
)

(μ)
古
墳
時
代
前
i
後
期
の
首
長
墓
系
古
墳
の
デ
ー
タ
を
総
合
し
た
場
合
の
重
回
帰
係
数
・
決
定
係
数
は
、

0
・
四
八
三
八
、

0
・
一
一
一
一
一
六
と
算
出
さ

れ
た
o

ま
た
個
々
の
属
性
問
の
単
相
関
値
は
ほ
ぼ
無
相
関
の
結
果
を
得
た
。

(
お
)
重
回
帰
式
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
残
差
に
基
づ
く
立
地
型
の
地
理
的
分
布
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
再
稿
を
期
し
た
い
。

(
お
)
井
上
穎
績
「
亀
岡
盆
地
に
お
け
る
大
堰
川
流
路
変
遷
の
復
原
」
人
文
地
理
、
二
一
!
六
、
人
文
地
理
学
会
、
一
九
六
九

(
幻
)
町
類
の
う
ち
、
や
や
視
界
が
良
好
な
た
め

a
類
と
し
た
。

(
お
)
亀
岡
盆
地
に
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
四
四
の
群
集
墳
(
古
墳
群
)
が
存
在
す
る
。
各
群
集
墳
中
最
大
の
古
墳
を

選
ぴ
、
古
墳
(
円
・
方
墳
)
の
径
(
辺
)
を
従
属
変
数
、
比
高
・
標
高
・
視
界
・
立
地
す
る
斜
面
の
傾
斜
角
を
独
立
変
数
と
し
て
重
回
帰
式
を
設
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定
し
た
と
こ
ろ
0
・一二九一

ら
か
と
な
っ
た
。

(
m
U
)

沖
積
低
地
、
段
丘
・
扇
状
地
の
面
積
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

(ω)
前
掲
(
1
)

(
訂
)
「
横
穴
式
石
室
不
採
用
」
の
原
因
を
、
在
地
の
栗
隅
県
と
大
和
政
権
の
関
係
で
論
じ
る
試
み
が
あ
る
。

平
良
泰
久
「
南
山
城
の
後
期
古
墳
と
氏
族
」
京
都
考
古
、
一
四
、
京
都
考
古
刊
行
会
、
一
九
七
五

(
決
定
係
数
0
・
一
五
=
一
)
と
の
重
回
帰
係
数
を
得
、
古
墳
の
大
き
さ
が
立
地
属
性
に
よ
っ
て
説
明
し
難
い
こ
と
が
明




